
勝浦水産事務所と市議会

2022年　第 180号　令和3年 12月定例会等の内容をわかりやすくお知らせします

令 和 ４ 年 ２ 月
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11 月臨時会   　　　　　　８Ｐ  

一般質問　　　　　　　　　９～１３Ｐ
きみの未来、あなたの未来
議会のうごき　編集後記  　　 　１４Ｐ



勝
浦
は
可
能
性
を
秘
め
た
街

　特集記事第２７回は、勝浦
水産事務所の皆さんとの対談
です。
　水産業の課題と未来につい
て語っていただきました。

勝浦
水産事務所

と
市議会

【
水
産
事
務
所
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
】

 

●
水
産
事
務
所
は
県
の
農
林
水
産
部
水
産

局
の
出
先
機
関
で
県
内
に
は
、
勝
浦
の
ほ

か
銚
子
、
館
山
に
事
務
所
が
あ
り
ま
す
。

勝
浦
水
産
事
務
所
の
歴
史
は
古
く
、
昭

和
９
年
の
水
産
試
験
場
勝
浦
分
場
及
び

無
線
局
か
ら
始
ま
り
、
昭
和
32
年
の
組
織

見
直
し
に
よ
り
館
山
水
産
事
務
所
勝
浦

支
所
が
設
置
さ
れ
、
昭
和
60
年
に
現
在
の

場
所
に
移
転
し
ま
し
た
。

　
組
織
体
制
は
、
漁
業
調
整
指
導
課
６
名
、

改
良
普
及
課
３
名
、
漁
業
取
締
船
８
名

及
び
所
長
の
全
18
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

所
管
す
る
区
域
は
長
生
郡
白
子
町
か
ら

勝
浦
市
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
お
仕
事
の
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
】

●
漁
業
調
整
指
導
課
（
以
下
：
漁
調
課
）
は
、

漁
業
法
や
漁
船
法
な
ど
の
許
認
可
等
を
主

に
、
漁
業
協
同
組
合
の
検
査
や
、
漁
協
等

の
施
設
設
備
な
ど
に
係
る
補
助
事
業
な
ど

も
担
当
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
漁
業
秩
序
の
維
持
を
図
る
た
め
、

漁
業
取
締
船
「
ふ
さ
か
ぜ
」
を
配
置
し
て

お
り
、
勝
浦
漁
港
を
拠
点
に
、
銚
子
沖
合

か
ら
東
京
湾
ま
で
の
漁
業
取
締
り
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
改
良
普
及
課
（
以
下
：
普
及
課
）
は
、
資

源
管
理
や
栽
培
漁
業
の
推
進
、
漁
業
者
の

所
得
向
上
の
た
め
の
水
産
物
の
需
要
喚
起

な
ど
漁
業
者
や
漁
協
女
性
部
な
ど
の
取
組

支
援
の
ほ
か
、
担
い
手
対
策
を
担
当
し
て

い
ま
す
。
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【
ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
点
は
あ
り
ま
す
か
】

●
漁
調
課
：
一
昨
年
漁
業
法
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
が
、
漁
業
者
の
皆
さ
ん
の
操
業
を
踏

ま
え
つ
つ
新
し
い
資
源
管
理
な
ど
の
制
度

を
運
用
し
て
い
く
こ
と
が
１
点
。
も
う
１

点
は
多
く
の
漁
港
施
設
な
ど
の
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
中
、
こ
う
し
た
施
設
の
整
備

を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
で
す
。

●
普
及
課
：
勝
浦
市
の
沿
岸
は
、
ア
ワ
ビ

や
イ
セ
エ
ビ
に
と
っ
て
重
要
な
岩
礁
や
藻

場
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、
藻
場
の

減
少
が
全
国
的
に
も
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
勝
浦
の
海
で
も
海
藻
を
食
べ
る
ブ
ダ

イ
や
ア
イ
ゴ
な
ど
が
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
漁
業
者
の
皆
さ
ん
と
藻
場
を
守
る
取

組
を
開
始
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

【
喜
び
や
遣
り
甲
斐
を
感
じ
る
こ
と
は
何
で

す
か
？
】

●
漁
調
課
：
私
た
ち
は
船
を
造
る
と
こ
ろ

か
ら
関
わ
り
ま
す
。
業
務
で
関
わ
っ
た

新
し
い
船
が
実
際
に
何
キ
ロ
の
マ
グ
ロ
を

水
揚
げ
し
た
な
ど
の
話
を
聞
い
た
り
す
る

と
、
自
分
の
こ
と
の
よ
う
に
良
か
っ
た
と

感
じ
ま
す
。
ま
た
課
題
が
解
決
し
て
、「
あ

の
時
あ
り
が
と
う
ね
」
と
言
っ
て
い
た
だ

庄
しょう

司
じ

 紀
のりひこ

彦
改良普及課長

け
る
と
、
苦
労
が
報
わ
れ
た
な
と
感
じ
ま

す
。
私
た
ち
と
し
て
は
、
感
謝
の
言
葉
を

か
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
仕
事
を
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
常
に
思
っ
て
い
ま
す
。

●
普
及
課
：
私
た
ち
は
、
水
産
総
合
研
究

セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
し
て
、
漁
業
者
の
皆

さ
ん
の
資
源
管
理
な
ど
の
取
組
を
支
援
し

て
い
ま
す
。
漁
業
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の「
良

か
っ
た
」
の
一
言
が
一
番
嬉
し
く
、
こ
の

仕
事
を
し
て
い
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

【
勝
浦
市
や
市
議
会
に
ご
意
見
や
ご
要
望
は

あ
り
ま
す
か
？
】

●
県
庁
と
の
連
携
と
同
じ
く
ら
い
市
農
林
水

産
課
の
皆
さ
ん
と
は
頻
繁
に
や
り
取
り
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
連
携
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
漁
業
者
の
所

得
向
上
や
地
域
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

【
勝
浦
市
の
イ
メ
ー
ジ
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
】

●
自
然
が
豊
か
で
、
そ
し
て
皆
さ
ん
人
柄
が

良
く
、
海
の
幸
も
た
く
さ
ん
あ
り
、
た
く

さ
ん
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。
漁
業
者
の
皆
さ
ん
は
、
本
当
に
元

信
し だ

太 雅
まさひろ

博所長

大
おおつき

槻 直
なお

也
や

漁業調整指導課長

気
で
、
笑
顔
が
絶
え
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
話

を
教
え
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
と
こ

ろ
が
本
当
に
い
い
と
こ
ろ
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

【
最
後
に
Ｐ
Ｒ
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
お
願
い

し
ま
す
。】

●
勝
浦
の
水
産
を
盛
り
立
て
て
い
こ
う
と

日
々
考
え
て
い
ま
す
。
漁
業
者
の
皆
さ
ん
、

漁
協
か
ら
よ
く
話
を
聞
い
て
、
寄
り
添
う

こ
と
を
基
本
に
や
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。
特
段
Ｐ
Ｒ
と
い
う
Ｐ
Ｒ
の
仕
方

が
な
い
の
で
す
が
、
地
道
に
1
つ
ず
つ
頑

張
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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令和３年１２月定例会審議結果

◯１２月定例会　会期　１２月６日から１２月１６日まで１１日間
勝浦市議会ではこんなことが決まりました！

出席議員の全員が賛成した議案等
議案番号 件　　　　名 付託委員会 結 果

議案第 54 号
勝浦市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す
る基準を定める条例及び勝浦市家庭的保育事業等の設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について

産業厚生 可決

議案第 56 号 勝浦市国民健康保険条例の一部を改正する条例の制定について 産業厚生 可決

議案第 57 号 勝浦市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について 産業厚生 可決

議案第 58 号 勝浦市水道事業条例の一部を改正する条例の制定について 産業厚生 可決

議案第 59 号 勝浦市消防団条例の一部を改正する条例の制定について 総務文教 可決

議案第 61 号 令和３年度勝浦市国民健康保険特別会計補正予算 産業厚生 可決

議案第 62 号 令和３年度勝浦市介護保険特別会計補正予算 産業厚生 可決

議案第 64 号 夷隅郡市広域市町村圏事務組合規約の一部を改正する規約の制定に
関する協議について 総務文教 可決

請願第３号 「ワクチン・検査パッケージ」に関わる意見書の提出を求める請願 産業厚生 採択

議案第 65 号 令和３年度勝浦市一般会計補正予算 可決

諮問第２号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 可決

発議案第８号「ワクチン・検査パッケージ」に関する意見書について 可決

　議会報では、市民生活と深く関わる議案をいくつか取り上げて重点的にお伝えしています。
　全議案については、勝浦市ホームページをご覧ください。
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議案の賛否（賛否が分かれた議案のみ掲載）

　「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「退」は退席（棄権）、「除」は除斥、「－」は議長
を表します。
※議長は、地方自治法の規定により採決に加わりません。

議案
番号 件　　　　名

審
議
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

鈴
木
　
克
己

狩
野
　
光
一

渡
辺
　
ヒ
ロ
子

照
川
　
由
美
子

戸
坂
　
健
一

磯
野
　
典
正

久
我
　
恵
子

寺
尾
　
重
雄

佐
藤
　
啓
史

岩
瀬
　
洋
男

松
﨑
　
栄
二

丸
　
　
昭

黒
川
　
民
雄

岩
瀬
　
義
信

末
吉
　
定
夫

議案
第 53 号

令和３年度勝浦市一般会計補正
予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ － ○ ○ ○ ○

議案
第 55 号

勝浦市火葬場の設置及び管理に
関する条例の一部を改正する条
例の制定について

可決 × × ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ － × ○ ○ ○

議案
第 60 号

令和３年度勝浦市一般会計補正
予算 可決 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

議案
第 63 号

指定管理者の指定について
※かつうら海中公園滞在型観光

施設
可決 × ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

●トピックス　その１
「ワクチン・検査パッケージ」に関する意見書を全会一致で採択

　請願第３号「ワクチン・検査パッケージ」に関する意見書が全会一致で採択されたことに伴
い、発議案第８号が産業厚生常任委員長から提案され、 全員賛成で可決されました。
　以下、意見書
　現在「ワクチン・検査パッケージ」新型コロナウイルスワクチン接種者と検査で陰性が確認
された者は行動規制が緩和され、感染予防をしながら、経済活動を再開させる為の制度である。
しかしながら、今回のワクチン接種に対し、不安を持つ者もいる。
　また、アレルギー疾患などを有するために接種ができない者もいる。 
　よって国におかれては「ワクチン・検査パッケージ」の導入・運用にあたり、ワクチン未接
種者への差別や社会の分断を生まないよう格段の配慮を要望する。 
　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
　令和３年１２月１６日 

千葉県勝浦市議会議長 松﨑 栄二
内閣総理大臣　内閣官房長官　厚生労働大臣　
新型コロナ対策・健康危機管理担当大臣　ワクチン接種推進担当大臣　宛 
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常任委員会等の活動報告

総務文教常任委員会

・議案第５９号　勝浦市消防団条例の一部を改正する条例の制定について
・議案第６４号　夷隅郡市広域市町村圏事務組合規約の一部を改正する規約の制定に関する協

議について
　　以上２件の議案については、全員賛成で原案のとおり可決すべきものと決定しました。

・議案第６０号　令和３年度勝浦市一般会計補正予算
　予算案は、既定予算に２億 314 万８千円を追加し、予算総額を 114 億 7,743 万円にしようと
するものです。
　補正予算案には、介護給付費や福祉事業費の増強のための追加、新型コロナワクチン３回
目接種事業及び令和３年産コメ価格暴落に対する農家支援対応予算等が計上されていますが、
予算案の中に、（仮称）かつうら海中公園再生計画事業として、建設工事監督支援業務委託料
502 万３千円が提案されていました。
　この海中公園再生事業関連予算に疑問があるとのことからの反対討論と問題なしとする賛成
討論があり、採決の結果、賛成多数で可決されました。

産業厚生常任委員会

・議案第５４号　勝浦市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定
める条約及び勝浦市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する規準を定める
条例の一部を改正する条例の制定について

・議案第５５号　勝浦市火葬場の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例の制定のつ
いて

・議案第５６号　勝浦市国民健康保険の一部を改正する条例の制定について
・議案第５７号　勝浦市国民健康保険税の一部を改正する条例の制定について
・議案第５８号　勝浦市水道事業条例の一部を改正する条例の制定について
・議案第６１号　令和３年度勝浦市国民健康保険特別会計補正予算
・議案第６２号　令和３年度勝浦市介護保険特別会計補正予算
・議案第６３号　指定管理者の指定について
・請願第３号　　「ワクチン・検査パッケージ」に関わる意見書の提出を求める請願

　産業厚生常任委員会には、以上９件が付託され、１２月１６日委員会を開催。
　審議の結果、最終日の本会議において、委員長からの審査結果報告後、採決を行い、議案第
５４号、議案第５６号ないし議案第６２号は全会一致により「可決」、議案第５５号、議案第
６３号は賛成多数で可決となりました。
※審議の詳細は、７ページに記載しています。
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　議案第５５号で提案された「勝浦市火葬場の設置及び管理に関する条例」の一部を改正す
る条例の制定について審議しました。
　内容は「使用区分」と「使用料」の変更で、詳細は以下のとおりです。

　提案の理由は、「使用者負担の適正化」の観点、および「近隣自治体との使用料の均衡」
を考慮したものと説明を受け審議を行いました。複数の議員から質疑があり、討論を経て採
決され、賛成多数で可決されました。

反対討論 ●コロナ禍の影響で市民経済への支援が求められている中、なぜ今のタイミングで
重要な生活インフラの値上げを敢行するのか理解できない。

　　　　　 コロナ禍の終息を見極めてからの再提案が妥当であると考えることから本案に反
対する。

　　　　 ●過去に値上げの検討もされた中で、利用者の心情に寄り添う勝浦市の想いとして、
低廉な料金を長年維持してきたことの意味や、コロナ禍の今値上げを行うこと
は市民の理解を得られないことから、本案に反対する。

賛成討論 ●財政健全化の観点から「使用者負担の適正化」は重要。当該使用料は長年にわた
り近隣自治体より低く据え置かれており、また改正後においても、近隣自治体
より低く維持される。今後の施設維持管理の観点からも「使用者負担の適正化」
は早期に行うべきと考えることから、本案に賛成する。

議案第６３号　指定管理者の指定について

　『かつうら海中公園滞在型観光施設』の指定管理者を以下の通り指定するため、地方自治
法第２４４条の２第６項の規定により、議会の議決を求めたところ、審議の結果、賛成多数
で可決されました。

◎指定管理者となる団体の名称等　
　ソルト・コンソーシアム株式会社（代表取締役　井上　盛夫）

◎指定期間
　令和４年７月１日から令和９年３月３１日まで

改正前 改正後 ※下線は変更部分

使用区分 市内の者 使用区分 市内の者

１５歳以上の者　１体 ６，０００円 １２歳以上の者　１体 １０，０００円

１５歳未満の者　１体 ３，６００円 １２歳未満の者　１体 ７，０００円

死産児　　　　　１胎 １，５００円 死産児　　　　　１胎 ３，０００円

改葬遺骨　　　　１件 １，５００円 改葬遺骨　　　　１件 ３，０００円

四肢等　　　　　１件 １，５００円 四肢等　　　　　１件 ３，０００円
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勝浦市議会表彰選考委員会

勝浦市議会表彰受賞者決定
　令和３年１２月１６日に、勝浦市議会表彰選考委員会を開催し、後期分（令和３年７月
１日から１１月３０日の期間）の市内小中学校の児童・生徒を対象とした候補者を学校よ
り推薦していただき、選考審査をした結果、表彰者が決定しました。
　なお、表彰授賞式につきましては、令和４年３月定例会の初日に、市役所５階の議場に
おいて行われる予定です。

　１. 被表彰者　勝浦中学校３年生　末吉　暖歌さん
　　　　　　 　 勝浦中学校３年生　関　裕里さん
　　　　　　 　 勝浦中学校３年生　高梨　帆南さん
　　  表彰基準　第４７回全日本ライフセービング選手権大会　
　　　　　　 　 女子ビーチリレー準優勝（勝浦ライフセービングクラブ）

　２. 被表彰者　勝浦小学校６年生　砂田　蓮音さん
　　  表彰基準　第３０回文部科学大臣杯争奪日整全国少年柔道大会
　　　　　　 　 千葉県代表　団体戦２位

　３. 被表彰者　勝浦小学校５年生　笠原　小真千さん
　　  表彰基準　第２２回千葉県学童学年別水泳競技大会
　　　　　　 　 小学５年　女子５０ｍ平泳ぎ　１位

令和３年１１月臨時会審議結果

　「○」は賛成、「×」は反対、「欠」は欠席、「退」は退席（棄権）、「除」は除斥、「－」は議長
を表します。
※議長は、地方自治法の規定により採決に加わりません。

議案の賛否

議案
番号 件　　　　名

審
議
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

鈴
木
　
克
己

狩
野
　
光
一

渡
辺
　
ヒ
ロ
子

照
川
　
由
美
子

戸
坂
　
健
一

磯
野
　
典
正

久
我
　
恵
子

寺
尾
　
重
雄

佐
藤
　
啓
史

岩
瀬
　
洋
男

松
﨑
　
栄
二

丸
　
　
昭

黒
川
　
民
雄

岩
瀬
　
義
信

末
吉
　
定
夫

議案
第 52 号

工事請負 変 更 契 約の 締 結につ
いて 可決 × × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○

　令和３年１１月臨時会が１１月２５日に開かれ、議案１件が審議されました。
　その結果について、賛成多数で可決されました。
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12
月
８
日
・
９
日
の
２
日
間
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

一
般
質
問
の
記
事
は
、
発
言
議
員
本
人
が
要
約
し
た
も
の
で
す
。

全
文
は
、
勝
浦
市
議
会
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
録
画
配
信
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

（
各
議
員
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。）

12 月 8日
佐
藤　

啓
史　

議
員

①
テ
レ
ワ
ー
ク
及
び
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

②
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用
料
助
成
事
業
に
つ
い
て

③
市
営
駐
車
場
に
つ
い
て　

照
川
由
美
子　

議
員

①
子
育
て
短
期
支
援
事
業
「
子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
事
業
」
の
整

備
に
つ
い
て

②
Ｊ
Ｒ
外
房
線
に
か
か
る
課
題
と
展
望
に
つ
い
て    

岩
瀬　

洋
男　

議
員

①「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
勝
浦
」
と
興
津
港
に
つ
い
て

②
観
光
型
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
に
つ
い
て

久
我　

恵
子　

議
員

①
通
学
路
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目
の
接
種
に
つ
い
て

渡
辺
ヒ
ロ
子　

議
員

①『
勝
浦
海
中
公
園　

滞
在
型
施
設
建
設
』
に
伴
う
周
辺
環
境
の
整

備
に
つ
い
て

②
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
つ
な
ぎ
、
市
内
観
光
を
活
性
化
し
て
い
く
手
立

て
に
つ
い
て

12 月 9日
鈴
木　

克
己　

議
員

①
農
業
及
び
漁
業
の
振
興
対
策
と
生
産
物
販
路
拡
大
に
対
す
る
施
策

に
つ
い
て

磯
野　

典
正　

議
員

①
域
学
連
携
事
業
か
ら
始
ま
る
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

戸
坂　

健
一　

議
員

①
軽
石
の
漂
着
問
題
へ
の
対
応
状
況
に
つ
い
て

②
地
域
猫
に
対
す
る
不
妊
去
勢
手
術
助
成
金
の
創
設
に
つ
い
て

寺
尾　

重
雄　

議
員

①
「
水
産
業
の
未
来
を
変
え
る
対
策
」
に
つ
い
て
て

Ｑ
①
移
住
促
進
及
び
企
業
立

地
の
取
り
組
み
状
況
②
勝
浦

市
の
優
位
性
③
今
後
の
課
題
。

Ａ
①
本
年
６
月
か
ら
は
Ｋ

Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
に
職
員
２
名
を
配
置
し
、

相
談
体
制
の
強
化
を
図
る
と

と
も
に
、
10
月
か
ら
は
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
１
名
委
嘱

し
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
業
務

の
拡
充
を
図
っ
て
い
る
。
企

業
立
地
に
つ
い
て
は
、
県
と

の
連
携
及
び
情
報
交
換
し
な

が
ら
企
業
訪
問
を
行
っ
て
き

た
。
②
夏
涼
し
く
、
冬
暖
か

い
と
い
っ
た
気
候
や
自
然
環

境
が
挙
げ
ら
れ
る
。
③
立
地

を
導
く
施
設
の
確
保
や
ア
ク

セ
ス
の
整
備
が
必
要
だ
。

Ｑ
テ
レ
ワ
ー
ク
拠
点
の
整
備

及
び
テ
レ
ワ
ー
カ
ー
滞
在
施
設

や
２
地
域
居
住
が
可
能
と
な
る

施
設
の
整
備
を
提
案
す
る
。 佐藤啓史議員

テ
レ
ワ
ー
ク
及
び
ワ
ー

ケ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

Ａ
テ
レ
ワ
ー
ク
拠
点
の
確

保
は
必
要
と
考
え
て
お
り
、

公
共
施
設
の
用
途
変
更
や
民

間
側
の
整
備
に
対
す
る
支
援

策
の
創
設
等
検
討
し
た
い
。

宿
泊
施
設
の
整
備
は
、
中
長

期
滞
在
に
向
け
て
必
要
不
可

欠
で
あ
り
、
２
地
域
居
住
や

移
住
・
定
住
の
誘
導
策
と
し

て
効
果
的
と
考
え
る
。

Ｑ
テ
レ
ワ
ー
ク
移
住
希
望

者
に
対
す
る
家
賃
等
を
補
助

す
る
「
テ
レ
ワ
ー
ク
移
住
推

進
補
助
金
制
度
」
の
創
設
を

提
案
す
る
。

Ａ　
実
施
状
況
等
を
調
査

研
究
し
た
い
。

Ｑ
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
自
治

体
協
議
会
へ
の
参
加
を
提
案

す
る
。

Ａ
検
討
し
た
い
。

Ｑ
公
共
交
通
と
の
相
互
利

用
と
助
成
額
を
８
０
０
円
12

Ｑ
管
理
及
び
年
間
維
持
費

を
お
聞
き
す
る
。

Ａ
開
閉
に
つ
い
て
墨
名
駐

車
場
は
観
光
協
会
に
出
水
駐

車
場
は
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
に
委
託
し
て
い
る
。
令

和
２
年
度
実
績
で
駐
車
場
開

閉
委
託
費
と
電
気
料
の
合
計

で
82
万
２
９
９
２
円
で
あ
る
。

Ｑ
有
料
化
を
提
案
す
る
。

Ａ
実
態
に
即
し
て
有
料
に

つ
い
て
検
討
し
た
い
。

高
齢
者
タ
ク
シ
ー

市
営
駐
車
場

枚
か
ら
４
０
０
円
24
枚
に
す

る
こ
と
を
提
案
す
る
。

Ａ
路
線
バ
ス
及
び
デ
マ
ン

ド
タ
ク
シ
ー
運
営
事
業
者
の

小
湊
鉄
道
㈱
と
総
合
利
用
で

き
る
よ
う
協
議
を
し
て
い
る
。

総
野
地
区
に
つ
い
て
は
、
交

付
枚
数
を
使
い
切
っ
た
者
に

対
し
て
、
再
度
交
付
可
能
と

す
る
こ
と
で
、
利
用
回
数
の

格
差
を
解
消
し
た
い
。
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子
育
て
短
期
支
援
「
子

ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

事
業
」の
整
備
に
つ
い
て

Ｊ
Ｒ
外
房
線
に
係
る

課
題
と
展
望
に
つ
い
て

み
な
と
オ
ア
シ
ス
勝
浦
と

興
津
港
に
つ
い
て

観
光
型
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ（
マ
ー

ス
）
に
つ
い
て

Ｑ
子
ど
も
を
養
育
し
や
す

く
す
る
た
め
の
対
策
は
急
務

と
考
え
ま
す
が
、
本
市
に
は

「
子
ど
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

事
業
」
は
整
備
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
本
年
４
月
の
法
改
正

（
里
親
等
へ
の
委
託
）
を
受

け
、
取
り
組
み
へ
の
お
考
え

を
伺
い
ま
す
。

Ａ
里
親
本
来
の
養
育
支
援

の
負
荷
と
な
ら
な
い
よ
う
配

慮
し
、
利
用
ニ
ー
ズ
の
把
握

に
努
め
、
今
後
の
方
向
性
を

検
討
し
ま
す
。

Ｑ
里
親
等
へ
の
在
宅
型
委

託
に
踏
み
出
す
た
め
の
条
件

を
、
現
在
ど
の
よ
う
に
お
考

え
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
ま
ず
は
利
用
の
ニ
ー
ズ

が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
そ

れ
を
支
え
る
ヒ
ュ
ー
マ
ン
パ

Ｑ
み
な
と
オ
ア
シ
ス
の
取

組
と
は
何
か
。

Ａ
地
域
住
民
の
交
流
や
観

光
の
振
興
を
通
じ
て
、
地
域

振
興
の
取
組
が
継
続
的
に
行

わ
れ
る
施
設
を
登
録
す
る
も

の
で
す
。
本
市
で
は
Ｋ
Ａ
Ｐ

Ｐ
Ｙ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を

代
表
施
設
と
し
て
、
か
つ
う

ら
海
中
公
園
セ
ン
タ
ー
や
海

水
浴
場
等
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
全
国
で
１
４
４
か
所
目
と

な
る
、
み
な
と
オ
ア
シ
ス
勝
浦

に
登
録
さ
れ
た
メ
リ
ッ
ト
は
。

Ａ
全
国
の
み
な
と
オ
ア
シ

ス
と
の
連
携
が
可
能
と
な
り

ま
す
。
地
域
住
民
や
観
光
客

の
交
流
、
観
光
情
報
提
供
等

ソ
フ
ト
面
の
充
実
が
基
本
と

な
り
ま
す
。

Ｑ
興
津
港
が
所
在
港
湾
と

し
て
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
３
月
に
提
出
す
る
Ｊ
Ｒ

へ
の
要
望
書
の
記
述
内
容
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

Ａ
ワ
ン
マ
ン
運
転
に
伴
う

安
全
管
理
の
徹
底
と
、
障
害

者
・
高
齢
者
へ
の
配
慮
、
乗

り
換
え
時
間
の
適
正
化
、
空

調
や
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
等
の
施

設
整
備
等
を
明
記
し
ま
す
。

Ｑ
Ｊ
Ｒ
鵜
原
駅
周
辺
の
施

設
統
合
と
地
域
活
性
化
に
つ

い
て
の
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
Ｊ
Ｒ
江
見
駅
の
よ
う
な

郵
便
局
と
駅
の
一
体
運
営
に

加
え
、
観
光
案
内
機
能
も
視

野
に
入
れ
、
市
と
郵
便
局
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
連
携
に
よ
る

地
域
社
会
の
活
性
化
を
目
指

し
、
努
力
し
ま
す
。

み
な
と
オ
ア
シ
ス
登
録
と
興

津
港
と
の
関
連
は
。

Ａ
み
な
と
オ
ア
シ
ス
は
国

土
交
通
省
が
所
管
し
て
い
ま

す
の
で
、
港
湾
法
の
対
象
に

な
る
港
は
市
内
で
は
興
津
港

の
み
の
た
め
、
興
津
港
が
所

在
港
湾
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
興
津
海
浜
公
園
に
記
念

の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
設
置
し

て
は
い
か
が
か
。

Ａ
ま
ず
は
周
知
活
動
に
力

を
入
れ
て
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

等
を
踏
ま
え
て
検
討
し
、
今

後
の
発
展
的
な
展
開
に
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
興
津
港
エ
コ
コ
ー
ス
ト

事
業
か
ら
20
年
以
上
が
経
過

し
、
エ
コ
エ
リ
ア
の
解
除
を

検
討
し
て
は
い
か
が
か
。

Ａ
今
後
、
管
理
者
で
あ
る

い
す
み
土
木
事
務
所
を
主
に
、

地
元
興
津
区
を
交
え
て
協
議

の
場
を
設
け
る
よ
う
に
働
き

岩瀬洋男議員

照川由美子議員

江見駅の変身！

興津港海浜公園

ワ
ー
（
人
的
資
源
）
と
、
土

台
と
な
る
設
備
（
ハ
ー
ド
面
）

の
確
保
が
必
要
で
す
。
今
回

の
制
度
の
拡
充
と
基
準
の
緩

和
を
受
け
、
安
全
性
の
確
保

を
充
分
に
踏
ま
え
て
、
事
業

化
に
向
け
て
の
下
地
づ
く
り

に
努
め
ま
す
。

Ｑ
子
ど
も
を
安
心
し
て
産

み
育
て
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

は
、
人
口
減
少
が
続
く
本
市

の
最
重
要
課
題
と
考
え
ま
す
。

子
育
て
支
援
事
業
に
対
し
、

市
長
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

Ａ
明
石
市
は
、
子
育
て
世

帯
の
施
策
を
強
く
打
ち
出

し
、
集
中
投
資
を
し
て
人
口

増
に
り
ま
し
た
。
重
要
な
の

は
、
教
育
機
関
と
医
療
機
関

の
充
実
と
考
え
ま
す
。
取
り

組
み
を
鮮
明
に
し
、
備
え
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
観
光
客
の
移
動
を
モ
バ

イ
ル
端
末
な
ど
活
用
し
な
が

ら
Ｊ
Ｒ
や
タ
ク
シ
ー
会
社
、

バ
ス
会
社
等
と
連
携
し
便
利

に
、
一
体
的
に
目
的
地
に
到

着
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
検
討
が
急
が
れ
ま
す
が

見
解
を
伺
い
ま
す
。

Ａ
観
光
客
が
市
内
を
周
遊

す
る
に
は
多
様
な
手
段
が
有

り
ま
す
が
十
分
機
能
し
て
い

る
と
は
言
え
な
い
状
況
で
す
。

移
動
の
円
滑
化
は
観
光
振
興

に
お
け
る
重
要
課
題
で
す
。

市
内
交
通
業
者
を
は
じ
め
旅

行
業
者
と
課
題
解
決
の
取
組

に
つ
い
て
協
議
を
図
り
、
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

か
け
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
３
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
つ
い
て

通
学
路
の
安
全
対
策

に
つ
い
て

Ｑ
登
下
校
中
の
児
童
が

「
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
」や「
危

険
な
通
学
路
」
に
お
い
て
犠

牲
に
な
る
痛
ま
し
い
事
故
が

続
い
て
い
る
。
勝
浦
市
に
お

い
て
、
通
学
路
上
に
確
認
さ

れ
て
い
る
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク

塀
は
、
い
く
つ
確
認
さ
れ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
全
国
に

１
万
カ
所
以
上
あ
る
と
い
う

危
険
な
通
学
路
は
勝
浦
市
に

お
い
て
何
カ
所
確
認
さ
れ
て

い
る
の
か
、
そ
の
対
応
に
つ

い
て
お
聞
き
す
る
。

Ａ
危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
は

１
２
７
カ
所
。
所
有
者
に
危

険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
で
あ
る
事

を
直
接
、
或
い
は
書
面
に
て

お
知
ら
せ
し
た
。
撤
去
、
改

修
の
為
に
、
令
和
２
年
よ
り

「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
改
修
促
進

事
業
」
と
し
て
、
改
修
等
に

Ｑ
６
月
の
オ
ー
プ
ン
予
定

の『
勝
浦
海
中
公
園
滞
在
型

観
光
施
設
』
に
つ
い
て
周
辺

施
設
の
状
況
と
環
境
整
備
に

つ
い
て
の
お
考
え
を
伺
う
。

Ａ
財
源
の
問
題
は
あ
る

が
、
一
帯
を
利
用
し
や
す
い

よ
う
整
備
し
て
い
く
。
ま
た
、

開
業
し
た
際
に
は
、
鵜
原
駅

か
ら
の
ア
ク
セ
ス
を
特
に
周

知
し
て
い
く
。
指
定
管
理
者

が
決
定
し
た
ら
、
関
係
者
全

体
で
連
携
を
図
り
、
魅
力
あ

る
観
光
地
と
な
る
よ
う
一
帯

を
盛
り
上
げ
て
い
く
。

Ｑ
地
域
住
民
へ
の
配
慮
を
重

視
し
、
乗
り
物
手
段
や
ル
ー
ト

に
応
じ
た
対
策
を
検
討
し
て

ほ
し
い
。
営
業
時
間
を
夕
方
６

時
迄
に
し
た
場
合
の
駐
車
場

問
題
は
解
決
し
て
い
る
の
か
。

Ｑ
人
を
呼
び
込
む
手
段
と

し
て
、
勝
浦
の
自
然
に
プ

ラ
ス
の
満
足
が
得
ら
れ
る
施

策
、人
を
運
ぶ
手
段
と
し
て
、

巡
回
バ
ス
の
実
現
化
を
進
め

て
ほ
し
い
。

　

次
に
公
園
の
整
備
に
つ
い

て
、『
し
お
か
ぜ
公
園
』
に

ト
イ
レ
の
設
置
、
ま
た
、
小

さ
い
お
子
さ
ん
か
ら
高
齢
者

の
方
々
、
障
害
の
あ
る
方
ま

で
配
慮
し
た
多
様
性
を
尊

重
し
た
遊
具
の
設
置
な
ど
公

園
の
整
備
を
検
討
願
い
た
い

が
、
い
か
が
お
考
え
か
。

Ａ
海
博
の
所
管
で
あ
る
県

の
文
化
財
課
に
、
駐
車
場
の

駐
車
可
能
時
間

の
延
長
を
お
願

い
し
て
い
る
。

渡辺ヒロ子議員

久我惠子議員

上
限
10
万
円
の
補
助
金
を
計

上
し
た
が
、
利
用
が
１
件
で

あ
っ
た
。
今
後
は
所
有
者
に

個
別
に
周
知
し
、「
危
険
な

ブ
ロ
ッ
ク
塀
」
の
解
消
に
努

め
る
。

　

危
険
な
通
学
路
に
つ
い
て

は
、
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
設

置
や
、
横
断
歩
道
の
引
き
直

し
等
の
安
全
対
策
を
進
め
て

い
る
。
通
学
路
の
一
部
見
直

し
や
、
ゾ
ー
ン
30
化
を
含
め

た
対
応
を
今
後
、
警
察
や
関

係
部
署
等
と
協
議
を
進
め
て

い
く
予
定
。

Ａ
よ
り
よ
く
使
え
る
公
園
を

目
指
し
て
整
備
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
航
路
標
識
法
が
改
正
さ

れ
、
協
力
認
定
制
度
に
指
定

さ
れ
れ
ば
、
勝
浦
灯
台
を
観

光
振
興
に
利
用
し
、
収
益
活

動
も
可
能
に
な
っ
た
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
の
市
の
お
考

え
を
伺
う
。

Ａ
ま
ず
は
協
力
団
体
の
指

定
を
目
指
し
、
灯
台
の
一
般

公
開
、
観
光
資
源
と
し
て
の

活
用
を
図
っ
て
い
く
。

Ｑ
安
心
安
全
で
、
教
育
文

化
水
準
の
高
い
町
を
実
現
さ

せ
る
た
め
に
人
の
力
が
必
須

で
あ
り
、
ま
ず
は
人
を
集
め

る
こ
と
、
勝
浦
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
必
要
。
そ
の
為

に
は
勝
浦
の
魅
力
を
感
じ
て

も
ら
え
る
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
活

動
を
要
望
す
る
が
、
市
長
の

お
考
え
を
伺
う
。

Ａ
市
民
が
勝
浦
を
愛
せ
る

土
台
を
作
る
こ
と
が
大
事
。

新
た
な
発
信
を
で
き
る
施
設

の
整
備
を
考
え
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

か
ら
接
種
券
を
発
送
し
、
令

和
４
年
２
月
、
３
月
に
高
齢

者
、
４
月
以
降
に
基
礎
疾
患

の
あ
る
方
か
ら
一
般
の
方
へ

の
順
序
で
実
施
の
予
定
。

　

予
約
方
法
に
つ
い
て
は
原

則
、
日
付
指
定
方
法
で
行
う
。

日
程
の
合
わ
な
い
方
に
つ
い

て
は
、
市
の
設
置
す
る
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
予
約
シ
ス
テ
ム
で

日
程
の
変
更
が
可
能
。

Ｑ
３
回
目
の
接
種
も
フ
ァ

イ
ザ
ー
社
製
で
の
接
種
に
な

る
の
か
。

Ａ
３
回
目
の
接
種
に
つ
い

て
令
和
３
年
12
月
現
在
、
国

か
ら
示
さ
れ
て
い
る
２
月
、

３
月
分
の
配
分
が
、
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
製
約
54
％
、
モ
デ
ル

ナ
社
製
約
46
％
で
あ
る
の

で
、
概
ね
こ
の
割
合
に
沿
っ

て
実
施
す
る
。

Ｑ
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
が
行
わ
れ
る
。
接
種
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
予
約
方
法
に

つ
い
て
お
聞
き
す
る
。

Ａ
令
和
３
年　

月
か
ら
順

次
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方

12

『
勝
浦
海
中
公
園　

滞
在

型
施
設
建
設
』
に
伴
う
周

辺
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
つ
な
ぎ
、

市
内
観
光
を
活
性
化
し
て

い
く
手
立
て
に
つ
い
て
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鈴木克己議員

域
学
連
携
事
業
か
ら
始

ま
る
持
続
可
能
な
地
域

づ
く
り
に
つ
い
て

農
業
及
び
漁
業
の
振
興
対

策
と
生
産
物
販
路
拡
大
に

対
す
る
施
策
に
つ
い
て

Ｑ
土
地
改
良
事
業
に
よ
り

整
備
し
た
農
地
で
も
、
耕
作

放
棄
さ
れ
た
農
地
が
目
立
っ

て
き
た
が
対
応
は
。

Ａ
耕
作
放
棄
地
関
連
事
業

を
推
進
し
、
ほ
場
整
備
事
業

実
施
地
区
は
地
元
地
区
か
ら

意
見
、
要
望
を
伺
い
今
後
の

対
策
を
検
討
す
る
。

Ｑ
農
地
有
効
利
用
促
進
の

た
め
、
規
模
拡
大
大
農
家
へ

積
極
的
な
集
積
と
と
も
に
、

一
方
で
は
農
地
法
の
下
限
面

積
設
定
緩
和
に
よ
る
農
地
流

動
化
対
応
が
必
要
で
あ
る
が

面
積
緩
和
に
つ
い
て
の
考
え

を
伺
う
。

Ａ
下
限
面
積
の
緩
和
は
、

農
地
遊
休
化
の
防
止
や
解
消

に
効
果
的
な
た
め
、
農
業
委

員
会
に
見
直
し
に
つ
い
て
検

Ｑ
現
在
、
市
が
連
携
し
て

い
る
大
学
と
の
活
動
内
容
と

ま
た
行
っ
て
き
た
活
動
内
容

は
？Ａ

現
在
、
国
際
武
道
大
学
、

千
葉
工
業
大
学
と
そ
れ
ぞ
れ

包
括
連
携
協
定
を
結
び
、
敬

愛
大
学
と
は
観
光
商
工
部
門

に
お
い
て
連
携
し
て
い
る
。

国
際
武
道
大
学
と
は
、
小
中

学
校
部
活
動
指
導
者
派
遣
な

ど
を
主
に
教
育
文
化
及
び
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
千
葉
工
業
大
学
と
は
、

市
内
公
共
交
通
に
係
る
移
動

困
難
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

分
析
等
を
行
い
、
敬
愛
大
学

と
は
、
朝
市
の
活
性
化
な
ど

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｑ
勝
浦
市
の
地
域
資
源
活

用
と
地
域
課
題
に
つ
い
て
、
水

産
学
部
系
、
農
業
学
部
系
、

環
境
学
部
系
な
ど
と
い
っ
た
幅

広
い
分
野
で
の
域
学
連
携
を

す
る
こ
と
で
日
本
全
国
の
地

方
の
課
題
解
決
に
結
び
つ
く

事
例
が
生
ま
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
す
。
長
期
的

な
域
学
連
携
事
業
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
？

Ａ
多
様
な
連
携
を
長
期

的
、
継
続
的
に
行
う
こ
と
は
、

地
域
の
活
性
化
に
効
果
的
な

取
り
組
み
で
あ
る
と
考
え
る
。

今
現
在
の
連
携
内
容
に
つ
い

て
も
、
長
期
的
、
継
続
的
な

観
点
か
ら
、
い
ま
一
度
十
分

調
査
し
て
進
め
て
行
き
た
い

と
思
う
。

Ｑ
も
し
、
域
学
連
携
が
可

能
と
な
っ
た
場
合
、
観
光
商

工
課
長
、
農
林
水
産
課
長
、

生
活
環
境
課
長
か
ら
ど
の
よ

う
な
課
題
解
決
に
向
け
た
学

生
の
協
力
を
求
め
た
い
と
考

磯野典正議員

え
る
か
？

Ａ
観
光
商
工
課
長
・
観
光

振
興
で
は
周
遊
観
光
の
コ
ー

ス
や
観
光
地
経
営
な
ど
。
商

工
業
で
は
看
板
デ
ザ
イ
ン
な

ど
や
ア
イ
デ
ア
な
ど
の
協
力

を
得
た
い
。
農
林
水
産
課
長
・

基
幹
産
業
で
あ
る
水
産
業
、

農
林
業
の
後
継
者
や
新
規
就

業
者
不
足
、
ま
た
付
加
価
値

の
あ
る
商
品
開
発
な
ど
、
外

部
か
ら
の
目
線
で
新
し
い
発

想
を
得
る
こ
と
も
有
効
な

手
段
だ
と
考
え
る
。
生
活
環

境
課
長
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
、
地
球
温
暖
化
対
策
、

ま
た
、
勝
浦
市
に
生
息
す
る

生
物
や
植
物
の
再
調
査
す
る

こ
と
で
新
た
な
発
見
が
生
ま

れ
勝
浦
の
Ｐ
Ｒ
に
も
な
り
、

環
境
へ
の
学
習
に
も
繋
が
る

と
考
え
る
。

マーケットイメージ図

Ａ
後
継
者
に
対
す
る
施

策
、
支
援
を
今
後
検
討
す
る
。

新
規
就
業
者
は
、
県
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
や
漁
業

技
術
研
修
制
度
を
活
用
し
て

対
応
す
る
。

Ｑ
農
・
漁
業
の
生
産
物
販

路
拡
大
の
た
め
、
地
場
産
品

紹
介
と
直
接
販
売
等
が
行
え

る
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
の

考
え
を
聞
く
。

Ａ
観
光
基
本
計
画
で

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
整
備
を
掲
げ
て
い

ま
す
の
で
早
急
に
検
討
す
べ

き
事
項
と
考
え
ま
す
。

　

討
依
頼
す
る
。

Ｑ
令
和
３
年
産
の
コ
メ
の

低
価
格
に
対
す
る
対
応
と
対

策
に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
補
正
予
算
に
主
食
用
米

等
作
付
け
農
家
支
援
補
助
金

を
創
設
し
た
。
こ
の
補
助
金

を
活
用
し
、
生
産
者
を
支
援

す
る
。

Ｑ
漁
業
の
振
興
と
し
て
実

施
し
て
き
た
沿
岸
漁
業
及
び

磯
根
漁
業
に
対
す
る
支
援
策

に
つ
い
て
伺
う
。

Ａ
平
成　

年
度
か
ら
の
ア

ワ
ビ
輪
採
事
業
が
令
和
４
年

に
初
め
て
採
取
さ
れ
る
た
め

事
業
内
容
を
検
証
し
、
漁
協

と
協
議
し
継
続
的
な
支
援
に

努
め
る
。

Ｑ
漁
業
後
継
者
育
成
や
新

規
就
業
者
へ
の
支
援
や
取
り

組
み
の
成
果
と
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

30
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去勢の証に
耳をカットした地域猫

地
域
猫
対
策
に
つ
い
て

軽
石
漂
着
問
題
に
つ
い
て

Ｑ
近
年
、
飼
い
主
の
い
な

い
猫
が
増
加
し
、
糞
尿
の
処

理
や
家
屋
へ
の
侵
入
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
飼
い
主
の

い
な
い
猫
を
「
地
域
猫
」
と

し
て
適
正
に
管
理
す
る
必
要

が
あ
る
。
ま
ず
、
勝
浦
市
と

し
て
こ
の
問
題
を
ど
の
よ
う

に
認
識
し
て
い
る
か
。

Ａ
飼
い
主
の
い
な
い
猫
に

関
す
る
苦
情
は
月
に
数
件
あ

り
、
必
要
に
応
じ
て
保
健
所

と
連
携
し
な
が
ら
現
地
確
認

を
し
て
い
る
。

Ｑ
地
域
猫
の
不
妊
・
去
勢

手
術
は
問
題
解
決
の
有
効
な

手
段
と
な
る
。
猫
へ
の
虐
待

を
防
ぎ
、
こ
れ
以
上
の
無
計

画
な
繁
殖
を
抑
制
す
る
た
め

に
も
、
手
術
す
る
際
の
費
用

助
成
を
行
な
う
べ
き
だ
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

Ｑ
小
笠
原
沖
の
海
底
火
山

爆
発
で
発
生
し
た
軽
石
は
最

大
で
５
億
㎥
と
も
言
わ
れ
て

お
り
、
西
日
本
で
は
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
万
が

一
に
備
え
、
勝
浦
市
で
も
準

備
す
べ
き
だ
。
関
係
者
と
の

情
報
共
有
体
制
は
万
全
か
。

Ａ
水
産
事
務
所
、
各
漁
協

と
密
に
情
報
共
有
し
て
い
る
。

Ｑ
万
が
一
漂
着
の
際
の
オ

イ
ル
フ
ェ
ン
ス
等
の
準
備
は
。

Ａ
仮
に
漂
着
し
た
場
合
は

県
や
消
防
署
か
ら
必
要
な
量

を
借
り
る
予
定
で
あ
る
。

Ｑ
万
が
一
の
際
の
漁
業
者

へ
の
補
償
に
つ
い
て
は
。

Ａ
今
後
県
や
関
係
者
と
協

議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
世
界
人
口
の
増
加
に
伴

い
、
水
産
物
の
需
要
資
源
の

向
上
が
必
要
で
す
が
、
漁
獲

量
減
少
・
後
継
者
不
足
な
ど

問
題
が
あ
り
ま
す
。「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
」
目
標
12
番
「
つ
く
る

責
任
・
つ
か
う
責
任
」
14
番

「
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
」

に
つ
い
て
市
の
お
考
え
を
お

伺
い
し
ま
す
。

Ａ
目
標
に
対
す
る
取
組
で

す
が
、
キ
ン
メ
漁
は
休
漁
期

間
の
設
定
、
徹
底
し
た
自
主

規
制
と
管
理
を
行
い
、
資
源

保
護
意
識
の
高
さ
が
評
価
を

受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
生

活
排
水
・
河
川
の
浄
化
等
海

洋
ご
み
を
減
ら
す
施
策
、
環

境
の
保
全
に
努
め
、
持
続
可

能
な
水
産
業
の
確
立
に
つ
い

て
考
え
ま
す
。

Ｑ
漁
業
活
性
化
及
び
漁
獲

量
の
減
少
の
た
め
に
何
が
で

き
る
か
で
す
。
マ
グ
ロ
の
漁

獲
制
限
、
キ
ン
メ
・
ア
ワ
ビ

等
の
高
騰
、
従
事
者
の
高
齢

化
・
後
継
者
問
題
な
ど
、
市

の
お
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
漁
獲
の
減
少
、
不
安
定

な
燃
油
価
格
等
厳
し
い
中
、

事
業
の
経
営
と
安
定
化
の
た

め
「
つ
く
り
育
て
る
漁
業
」

を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ア
ワ
ビ
の
輪
採
事
業
は

採
取
成
果
と
費
用
対
効
果
を

分
析
し
協
議
し
た
い
と
考
え

ま
す
。
昨
年
12
月
に
特
定
水

産
動
植
物
等
の
国
内
流
通
の

適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
が

制
定
さ
れ
、
違
法
漁
獲
を
防

ぎ
、
資
源
の
保
存
・
管
理
等

の
一
環
と
な
る
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
以
前
に
「
勝
浦
フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
・
ワ
ー
フ
」
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
３

寺尾重雄議員

戸坂健一議員

Ａ
勝
浦
市
と
し
て
も
、
地

域
猫
に
対
す
る
不
妊
去
勢
手

術
費
用
助
成
は
有
効
な
手
段

と
考
え
る
。
今
後
県
と
情
報

共
有
を
図
り
、
現
状
把
握
に

努
め
つ
つ
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
千
葉
県
に
も
地
域
猫
活

動
に
対
す
る
助
成
制
度
が
あ

る
。
ど
う
い
っ
た
活
動
が
助

成
対
象
に
な
る
の
か
。

Ａ
地
域
猫
の
不
妊
去
勢
手

術
費
用
助
成
の
他
、
自
治
体

が
行
う
地
元
説
明
会
や
捕
獲

器
の
購
入
費
用
、
啓
発
チ
ラ

シ
の
印
刷
費
な
ど
も
対
象
に

な
る
。
条
件
も
あ
る
の
で
地

域
と
相
談
し
検
討
し
た
い
。

Ｑ
市
に
は
こ
う
し
た
地
域

の
小
さ
な
問
題
に
こ
そ
救

い
の
手
を
差
し
伸
べ
て
欲
し

い
。
市
長
に
ご
意
見
を
伺
う
。

Ａ
今
後
は
地
域
の
要
望
を

聞
き
な
が
ら
、
地
域
の
事
情

に
合
っ
た
調
整
を
図
り
、
明

る
く
す
て
き
な
環
境
の
勝
浦

を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

年
前
松
野
に
「
道
の
駅
」
計

画
を
し
ま
し
た
が
、
色
々
な

問
題
で
取
り
や
め
と
な
り
ま

し
た
。
基
本
計
画
Ⅱ
「
観

光
地
と
し
て
の
魅
力
の
向
上

と
発
言
」
の
施
策
メ
ニ
ュ
ー

で
「
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
・

マ
ー
ケ
ッ
ト
」
が
出
て
い
ま

す
。
勝
浦
イ
コ
ー
ル
海
・
水

産
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
港

に
近
く
現
在
無
料
の
墨
名
駐

車
場
に
建
設
が
望
ま
し
い
と

考
え
ま
す
。
ま
た
勝
浦
朝
市

で
す
が
、
高
齢
化
・
衛
生
面
・

季
節
の
寒
暖
等
、
そ
の
対
策

も
お
伺
い
し
ま
す
。

Ａ
本
年
度
策
定
し
た
勝
浦

市
観
光
基
本
計
画
に
フ
ィ
ッ

シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ

ト
整
備
を
掲
げ
た
と
こ
ろ
で

す
。
場
所
、
関
係
者
と
の
協

議
、
財
源
な
ど
の
課
題
が
想

定
さ
れ
、
検
討
に
入
り
整
備

し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
課
題
が
あ
り
ま

す
が
、
先
駆
け
た
施
設
運
営
・

展
開
を
や
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

「
水
産
業
の
未
来
を
変

え
る
対
策
」
に
つ
い
て
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勝浦カッピー

QRコードは
ここだよ！

　私の将来の夢は、聴導犬訓練士です。理由は、
聴覚や視覚に障がいのある人の役に立ちたいと思
ったからです。現在、実働している聴導犬の数が
不足しているといわれています。そのため、聴導
犬トレーナーになって、聴導犬の数を少しでも増
やし、聴覚に障がいのある人も暮らしやすい社会
にしていきたいと考えています。まずは今飼って
いる犬を責任をもって世話をすること、そして、
訓練士に必要な手話の勉強も頑張りたいと思い
ます。

勝浦中学校　３年
西
にしかわ

川　秋
あき

音
ね

 さん

　１月の上旬にこの原稿を書いていますが、市民の皆様の手に渡るのが２月上旬になります。この一か月の間に
オミクロン株がどの程度席巻しているのか非常に気になるところであります。
　今回の勝浦水産事務所の皆さんとの対談では、漁業に関する諸問題に対し堅実に対応されている姿に大変共感
を覚えました。引き続き関係者の皆さんと協調し活躍していただきたいと思います。

広報広聴常任委員　　岩瀬　洋男

議会のうごきについて報告します
（令和３年１１月～令和４年１月）

きみの未来、あなたの未来

１１月２日

４日
 　　５日
　 １５日

１６日

２２日
２５日

２６日
　　　

１２月１日
　６日

８日
９日

１０日
　１３日

１４日

観光振興議員連盟会議
ＩＣＴ分科会
千葉県後期高齢者医療広域連合議会定例会（千葉市）
議会運営委員会・全員協議会
全国過疎地域連盟定期総会（東京都）
夷隅郡市負担金審議特別委員会（いすみ市）
議会改革検討委員会
議会運営委員会
１１月臨時会
全員協議会
国民健康保険事業の運営に関する協議会

議会運営委員会
本会議　初日
本会議　一般質問
本会議　一般質問
ＩＣＴ分科会
本会議　質疑
総務文教常任委員会
産業厚生常任委員会

１６日

２０日
 ２３日

２４日

令和４年
１月７日

　８日
　９日
１３日
１９日
２１日

２４日

３１日

本会議　最終日
議会運営委員会・議会表彰選考委員会
広報広聴常任委員会・議会改革検討委員会
市政懇談会
広報広聴常任委員会（議会報対談）
総合開発審議会
勝浦市芸術文化交流センター運営協議会

交通安全祈願祭（遠見岬神社）
君津市市政５０周年記念式典（君津市）
成人式
千葉県南市議会議長会議員研修会（大網白里市）
千葉県市議会議長会役員会（千葉市）
議会運営委員会・議会表彰選考委員会
広報広聴常任委員会
千葉県自治体病院経営都市議会協議会視察研修会

（オンライン）
千葉県市議会議長会研修会（オンライン）

議 会 の う ご き

お問い合わせは、勝浦市広報広聴常任委員会（７３−６６６２）まで

勝浦市ホームページ　http://www.city.katsuura.lg.jp
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